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l送配電肝iEカケーーブル

電線●伸銅品●ゴム製晶;琵琶芸諾話芸三ご若蓋言
1,000mm2jうよぴ1,200mm2のアルミ被OFケーブル約41kmを納

人した′ニ ニの線路はわが｢1三ほ主神の275kV拉距離地中送電線路

であり,昭和40年よリリ三負荷試験などにより研究を続けてき

た托術の成米である｡また低圧回路円としては高層ビル低†1ミ

幹線のプレハブ分帖,コンパクト絶縁バスダクトなどを開発

した｡また66kVの械低fエ.しケ【ブルの丁克負荷試験を開始した｡

プラスチック電線ケーブル部門では架恰ポリエチレンケー

ブルの60kV以_トニの特高庄一朋各への適用がRだち､154kV用ケ

ーブルをrい部鋼板株式会社へ納入するなど数多くの実績を得た｡

大サイズ化の方向では世界で初めての2,500mm2アルミ導体3kV

ポリサーモケーブルを徳山曹達株式会社へ納入した｡また銅ク

ラットアルミ線の応J‾口排`先を進め,屋内線に適用ウ三糸主音を才詩た｡

そのほか特殊線とLては7E十線照射によるラ･ソドワイヤ,ラ

･ソドナユーブ,ラリドテーープ叫調了己,消lニガ庁の新しい耐熱試

験肘臣8300c30分f告=二耐える火災苧竿榔打荘線FR-8グ)開発

があげられるし､また接続の吊力化を可能とするプレハブ式接

続節として22kVY分岐節,対地30kV挿(そう)人式終端柿な

どを開発,納入した｡

通信ケ【ブル部門では,ディスプレイ,テレビ電話など仲條お

よびデータ†云送何に使鞘される超細心同軸ケmブルを開発L,特

にカラMディスプレイシステム哨とLて多量の納入実績を柑た｡

二のケ∽ブルはバロンけ壬絶縁で,絶縁外径2mmおよぴ3mmであl)､

減衰呈が′トさく,遮蔽(■しゃへい)特性がよいなどの特長を有

している｡また漏えし､向軸の｢トL､導体内部に同軸ケーブルを

入れた侍fナ漏えいいJ軸ケーブルをr凋発,R本国有鉄道へ納入

Lた_r CATV関係では発泡ポリエチレン絶緑アルミ導体同軸

ケー¶ブルを開発した｡高周波製品関係では,サテライト局用

映吉†ナ成ダイヤプレクサを開ヲ邑,日本放送協会へ大量に納人した｡

巻線部門ではまず巻線用でナ令アルミ導体を開発し,量産化

に格すととい二,アルミ導体巻線の使途拡人を1当った｡また,

電1t慌器･の耐熱作向上のためFクラスハイポン緯を開発した｡

二れにより電二Ⅰ二作業の省力化が期待される｡なおクレゾMル

に溶ける7ミドイミドの伺発にも成功した｡

伸銅品部門では高層ビル用配管ユニ､ソトの開発があげられ

る｡二れは給水,給拐,排水などの舵管を工場でフレ【ム内

に組み立てて､現場では鉄骨組み立て時に組み込んでいく工

法である｡本品はホテルグランドパレスに納人された｡また

卦㌫左溶接構造の先端急冷形高炉用利口を開発L新日本製妄妾宅株

J〔会社へ納入したっ さらに粒了･加速装置に仙和されるコイル

糊中空一興形銅管を開発L､東北令属.丁二某株式全社および仕‾友

重機t半株士じ会社へ納人した｡

丁某用ゴム製品部門では,まずソ連ヘアルミ焼結鉱運搬用

に使わjLる2000c耐熱コンベヤベルトを輸出した｡次にホース

部｢1ではみ柿油圧樅器に使用されるナイロンチューブインナ

ー､ビニロンプレmド,ウレタンゴムアウターよりなる高圧

ホー¶ス｢ハイドロフレックス+を開発した｡またEPTによる

スホ■ンジゴムの連続加硫発泡托術を確立した｡

■ 275kV OFケーブルを江東一城南線に布設

東京電力抹式全社il東城南線は,邪心を横断するわが臼;1滋初の

超高圧長距離地中送電線であり,日立電線株式会社は城南【ズニ間(再

土主約8.3km)および城南常盤惜線用(亘民約5.3km)ケーーブルを納人

閉1 3条一一括方式によるケーブル布設状況
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付設した.｢

ケーブルは275kVlXl,000mm2ぉよぴ1,200mm2ビニル防食アルミ

被OFケーブルで,昭和40年宋叫謂莞研究の成果として実用化に

成功した脱イオン水洗低損失紙,fナ成絶縁油を使用し,19.5mmの

絶縁惇が托円されている｡

納入ケーブル約41klnの製造は昭和45年8月より開始し,10月か

ら約6佃十川削二わたって布設工事を行ない,昭手U46年5月に完成した｡

都心過密地城を経過するルートは,管路および洞(どう)道で構成

されるが,交通規制による布設･接続作業の時間的制約,地下25mに

も達する人孔,560mに及ぶ洞道内布設.管路3条一一括布設など工事

Ⅰ二の条件を克別まするため､車_L延線､電動送～_l_=ノ機(キャタピラ,

ローラ),特殊ガイド装置など布設作業の総糾]勺機械化を図った｡

■154kV架橋ポリエチレンケーブルの実用化

日立電線株式会社では,すでに154kVクラス架椅ポりエチレン

ケーブルの生産体制を整える一--･方,さきに試作した154kV各椎ケー

ブルを実員荷試験に供し長期安定作能を確認しつつあるが,ニの



ほどその作能が認められ｢P邦鋼板株式仝引二の154kV系統用とLて

彗望造,納人Lじ〕絶縁体として耐コロナ什,耐トリー-イング′ド=二

すぐれた特殊充塀(てん)別人りを佗開しており,内外部半導電屑,

絶縁体の3庁帥j帖神仙によりその朽什はきわめて安定Lている｡

二のほか,110kV架慌ポリエチレンケーーブルをr7t】円うE力株式仝

什へ納人しており,すく､､れた柑ト′ト,付こ寸･点検の不易さかごフ.二

メり〕ケーブルは/卜後ま

すます110kV～154kV

クラスまで仙絹きれる

ものと期待lノている｡

【メ12 H描赫iの154kV架倍

ポりエチレンケl-ブルク)土主

時間耐圧試験状況

■ 大サイズ･アルミ導体ポリサーモ電力ケーブル

1世界で細めての人サイズアルミて;射本プラス十､ソクケーブ′しとL

て,徳山曹達株土じ仝子=二3.3kV単心2,500mm2,関野【･EプJ株式会社

抑JL山て己ノ,かJ子に11kV一中心2,500mm?プ‾)允塀刷小)勺一三怖ホ】メェ十レン

(伯ハJ.打:十リサーモ1ケーーナ7しを納入した

徳山+常連株式全社の場でナは,トランスとメタクラの主幹接続用

バスダクトの布設するスペースがないため,l肘熱性が良く,電1t

特性の安)ょしているポリサ【モ電力ケーブルが便梢された｡関西

電力株式合札の場でナは,H立電線株式全社の揚水発電所における

人サイズ立坑ケーブルの実績が高く買われ仲間された｡いずれも

ケーブルの端末邦は狭い場所で効率的な作業が可能で､端末部の

(十法が縮′トできるMIG溶才妾法を採用Lている｡

送花器呈の梢人化に†)fい,今緒ますますケーーブルの大サイズ化

を安求されることが了想され,み方而でこの仰プラスチックケr

プルの悼J-1‾Jが期待きれる｡

㌣ご

ゝ

同3 11lくVJiよぴ

3kV2､500m江127ルーミ

増休ポリサーモケー

ブ､ル

■ ラッドワイヤ(照射架橋電線)の開発

日立`記線株式会祉では､ロrイ和45年10日アメリカHVC社告軋`荘

Jナ･紐解射装置ICT-550をや入L,照射一斗さ倍ビニル電線おょび照

材 料

射今上桁ポリエチレン`.に線(商-‡7】訂:ラットワイヤ)の班■1川二を川

り､販売を開始L7∴

照射一斗二桁した絶縁体は耐熱作,慨似り強壮､trlj･r化′､/二♯■榊′‡三など､

が大帖に向上している｡/二とえば､許墟のどニル視でははんだ付

け作業の場でト,二てに触れた部分が淋ナたり,収縮iLたりLて柁

触乍占女のもとになることもあったが,ラリドワイヤでは"引ナるこ

となく,収縮も全くないので作業怖が桁上二貨にド】]卜している:,

このラ1ソドワイヤは電線外径で3.Omm強まで聖望j左可能であり,

コンビュ【タを中心とするエレクトロニクス樅貨こ主お.上び.汁州粍岩三吉

などの内部配線輔線材として拉適であり,その川迩拡大が糊持さ

れる｡応用型占占としてラットチュ【プ.ラ･ノドテーープの枇ノこい糾

始された｡

トズ】4 ラ､ソトワイヤ

(月鯛寸サミ怖1一に拙〕の

テスト

■ 消防法による非常電源用電線の開発

昭和46年31】の消汚か丁通達により,火災時の非ノさ;与■′i一に楯岡配線に

銘仙巧己線のできるケーブルの耐熱試験J榊rミがホきれたが,口立う屯

緑林J〔会社ではこの試験にナナ栴する耐熱ケーー∵ブル(商品朽:FR

-8)の開発に城川Lた｡

ニのFR-8はFRテ【プと称する才､f殊l耐熱テープを噂体卜に巻

いて,耐熱屑としたポリエチレン絶縁ポリエチレンシースケーーフ､

ルでFRテーープによって,8350cという従来の絶縁′lに線の瑞'識では

はとんど考◆え仁)れなかった過酷な条件に耐えるものである′′

ニのほか､3000clO分間に耐えるもグ)と舶左されてし-る′ト孝三りJ川

路榊′正視には,すでにFR-CVおよびISEを開発柄.みである.1

.〆酵
岡51耐熱'fに線

FR-8

■ ワニス処理不要な耐熱ハイポン線

日立電線株式会社は口_‾､)二製作所日‾､ラニ研究所,Fト土化成株式会

社との八同研一先によリ155Dcまで使用できるハイポン線の開発に

成功した｡ハイポン線は総時間の加熱でコイルを強同に指示する

ニヒがてき,ワニス処.叩が不紫である 重た加熱処叩,馴;柑珊rii一

でi朽Lち.液北口ニスをr-‾トち･いので′ノ(災れL､附かち･く,不日附こ･け三

北･のコイブしも`プ手垢･亡二い='了できるち･ヒ'､の1＼-+てiミキイl;iiノ_てしゝろ/二れ子
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日 立 評.論

レビ偏向コイルなどに多量に用いられている｡

従来のものは使用温度120dcが限度であるため,耐熱機器への

応用ができなかった｡

耐熱ハイポン線はこれらに対処するため接着屑に特殊な耐熱性

接着樹脂を用いることによリ1550cまで使用できるようにしたも

ので,処理ワニスと同等以上の固着九 耐熱性を有している｡す

でに一一部の機器で試作検討され好結果を得ており,汎用慌器,耐

熱機器コイルの特惟向上 コイル製作の吊力化に寄与するものと

期待される.コ

図6 耐熱ハイポン繚

酵 ディスプレイ用超細心同軸ケーブル

穀近,ディスプレイ,テレビ電話など画像およぴデータ伝送が注目

を集めている｡これら各相磯器間を接続する伝送路には-一一般に付

軸ケーブルが使用されるが,日立電線株式会社では絶縁体径2mm

およぴ3mmグ)超細心榊車由ケ”ブルを開発し,特にカラーディスフロ

レイシステム用として多量の納人実績を得ている｡

二のディスプレイ用超細心l市+軸ケーブルは以下に示す特長を有

するため,高品質で信栢件の高いシステムを経済的に構成するこ

とができる｡

(1)低損失:バロン形絶縁であるため,ポリエチレン充実絶縁

と同一仕上i)外径とした場合,減衰量f羊約60%になる｡

(2)良好な退蔽特件:外部導休上に鉄テープを横巻してあり,

外部からの誘導に対する迷蔽効果が大きく,多心の場合同軸

心閃の漏請が少ない｡

(3)良好なインピーダンス均等性｡

(4)多心ケーブルにて仕上り径を小さくできる｡

【司7 ディスフロレイ用

(3C-BE)×3心超細心同

軸ケーブル

覇 高層ビル用配管ユニットを開発

近代建築工法の一環として,高層ビル用配管シャフトユニ･ソト

工法を竹中工務店と共同で開発した｡3階分を1組とし各階2毒
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第54巻 第1 弓

円の衛生配管(給水 給湯,冷水,排水,通気)空調配管(冷温

水,ドレーン管)縦主管および各1ミ用分岐管一式をフレーム内に

収め,さらに断熱保温したユニ､ソトをあらかじめ工場で製作し,

現場では鉄骨組み立暗に組み込んでいく工法である｡

配管工事の90%を工場で製作するため,安定した品質が保証さ

れるはか,工期の短縮,工程管理および現場作業の大幅な合理化

を図ることができる｡本工法はホテルグランドパレスにおいて実

施され,予期どおりの成果を上げた｡

また事務所用ビル空調配管に

■訂 っいてもユニット化を計画,大

平熱か

ぜこ

真率まノ皇L;妄

同生命本社ビルにおいて実施し,

ここでも現場作業を大幅に短縮

した｡

図8 ビルに搬入される配管ユニット

高圧ホース"ハイドロフレックス''

｢卜在宅根株J･じ三†什でrま,すでにゴム,†ナ成繊維,フL■ラスチリ

クスよりなる,自動車用プレ【キホース,塗装用高圧ホース いタ

フライン''などを生産し好評を得ているが,今【口]これらの高圧ホ

ース設計,製造技術をもとに,自社技術によI),高性台巨の油圧用

高圧ホース"ハイドロフレックス''(商品名)全シリーズの量産体

制を確立した｡

(1)ホース構造:ナイロンチューブインナー,-

ド,ウレタンゴムアウターよりなる｡

(2)内径6,9,12,19,25m叫の5椎があり,

までの衝撃圧力に耐える｡

(3)ワイヤブレードゴム高圧ホースに比較し,

きわめてすぐれているほか,圧力損失は%,

ビニロンプレー

最高315kg/cm2

衝撃聴労寿命が

流体の使用範囲

が泣こく,軽量である｡また最高200mまでの長尺品が製造可

能であるなどすぐれた特性を持っており,各種油圧梶器の性

能向上に寄与

している｡

図9 高圧ホースーーハイドロフレックス､'



材 料

金 属

昭和46年度における金属材料部門については,鉄鋼･電子･

機械･造船･航空宇宙など主力産業の湛礎材料のより高度化へ

の研究は,現在これら各産業界における省力･公害関係に対

応する金属材料ならびに機器の研究開発を｢トL､に展l凋きれた｡

日立金属株式会社においては,高級特殊鋼を材料とした精

密鋳造品の量産を開始した｡これは過去10年にわたる研究開

発成果のうえに,アメリカのトップメーカ椚PMI祉の技術を導

入し,産業用･民生用機器部品として傾桐され,ユ”ザ【の

機械加工工程の知縮に寄与している｡

開発製品については,まずアルニコ系の出力をはるかに

越える 小夢の磁石''サマリウムコバルト磁石の量産体制を確

立した｡実験室的にはすでに理論値に近い特性も得られている｡

また,チェーンについては耐寧耗チェーーン(TAW)の開

発があげられる｡各都市の‾F水処理場でステンレスチェmン

がひん繁に破損事故を起こしている小で,抜群の耐久力を示

幽 高牲能ストロンチウムフェライト

マグネット

永久磁イ｢を用いるモータ,発電機などにはフェライト磁石が丘こ

く使用されるようになっている｡これらの用途に使用されるフェ

ライト磁石は､小形化･高山_1力化 あるいは電機子からの大きな

1Trnl-2('

･1､00〔)

3.000

2.州0こ≡

1.00t)

+ .,

4､0()0 + 3､0〔)0 2.り0() l.0(1U

図10 磁気特件

している｡

マグネシウム･ダイカスト鋳物につし-ては,アメリカ拉大

のメーカーのダウ･ケミかし社との技術提携により,軽量で耐

食性のある高精度マグネシウムでナ余ダイカスト製品の鮎韮を

叶能にした｡

｢‾i三延ロール分野においては､注目されている遠心鋳造法に

より製造した高硬度複fナ組立式補強ロrルを開発した｡また,

プラスチック押出機用シリンダ内面や,油仲間ポンププラン

ジャー内面に溶着して使用される耐食油悍耗でナ令H-ALOY

(特許申請[-い)を開発した｡

配管材料とLては,セントラルヒ【ティングなどの配管打

力化の一一環として,容易に屈曲できるソフトパイプを開発し

た｡これに使用するネジなし継手の開発もイーージー･フィッ

ティングに貢献している｡

減磁界などの問題から,高磁束常圧･縞促磁力を持つ拓性能のむ

のが要求されている｡

図10はこれらの要求を満足するよう日立金属株式会什熊谷1∵均

で製造しているYBM-2C･YI∋M【2B系耐朝巨ストロンナウ

ムフェライト磁前の磁気特性を示したもので.i占昆式成形法ある

いは卓乞式成形法によって製造されている｡砧磁束卸空･正副わ磁力

を有しているので,減磁界,低捌寺の減磁に対L高い安定作を持ち,

エアコンモータスノーモービル輔マグネットなどの梢遥に他用さ

れる｡

マグネチック･カップリング

近年,永久磁石は各柿用途に著しく広範に応川されつつあるが,

今回フェライト磁ネfを倖用したマグネチ､ソク･カリブリングを開

発Lた｡

(‥ 概略構造

大別して,磁了rの磁極而を軸‾方ド小二対向させる-ディスクタイ

70(､図11参照)と磁柾面を放射状方向に対rrりさせる一シリンダタ

イプ(図12参解)とに分けられる｡

(2)フェライト磁石を使用する利点

駆動側磁石が回転するとき一方グ)伝達される磁石の磁棒の械磁

が南保磁力磁石であるため低減できるり さらに透磁率が′トさいた

め同･ヰ面上(または曲面上)に多数グ)磁触を構成することがで

きるので構造が簡単になる｡また磁極の転位に対する抵抗には

反復性(直線性■)があるため安定性があり,さらにフェライト磁

石はち酎空が′トさいので重量が軽い｡
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(3)おもな特長

(a)完全無接触に力を伝達できる｡したがって隔壁によって

-一方を分離密閉すれば液体･気体の漏れが防止できる｡
(b)空隙(間隙)の大きさおよび伝達トルクに最適な着磁と

磁石材料により,′卜形かつ高出力･高信栢性のカッ70リン

グが得られる｡

(c)磁石を完全にシールすることにより各椎液体に対し耐食

性を持たせることができる｡

(d)殺人トルクを--･宝にし,過負荷の場合,伝達側を脱調さ

せ駆動モ【タの損焼を】坊止できる｡

(e)空隙調整によりトルクを変化することができる｡

(f)最大180kg/cmまでのカップリングのシり【ズ化か完成し

ている｡

代表的マグネチック･カッ70リングの永久磁石f寸法は表1に示

すとおりである｡

八

:○:
H

回11 ディスク一夕イブマグネチック

カ･ソブリング

∃
[:≡≡::≡∃

[≡≡::::∃

J

U二±≡

図12 シリンダ･タイプマグネチック･カップリング

表1 マグネチLソク･カ･ソプリングの代表例

シ り ン デ･タイプ

静止最大トルク

(kg/cm)

120

80

40

20

3,5

96

こ1_ユ カ

(kW)

2.2

1,5

0.75

0.4

0.15

0_075

水久石造

(㌔㌘)(■警)(怒)
159二く139×110

125×105×110

134×114×120

100× 80×120

159×139× 80

125×105× 80

110× 90× 60

79× 60× 60

110× 90× 50

79× 60二く 50

60× 46× 30

39×18× 30

60× 46× 30

39ニく18× 30

心

(村田)

YBM-3

YBM瓜2

YBM-3

YBM､2

YBM-3

YBM-2

YBM-3

テノィ スク･タイプ

静Il二拉大トルク

rkg/cm)

120

80

40

30

20

12

7

2

0.7

(kW1

2】2

1,5

0.75

0.6

0.4

0.25

0.15

0.045

0.015

節54 巻 第1弓一

永久磁石

(警)(警)ぐ恕)(材質)
180×110×20

140× 75×20

140× 75×20

120× 60×20

120× 60×20

100× 25×20

100× 25×20

90× 45×12

80× 40×10

60× 25× 8

45× 22× 8

注:山力は3,000rpm,80Dc時の概算値を表わす

YBM-2

YBM-2

YBM-2

YBM-2

YBM-2

YBM-1

YBM-1

YBM-1

YBM-1

空 曙

6

6

10

5

10

7

9

■

7

7

7

8

■ H-ALOYフェーシングシリンダ

耐摩耗性と耐食性を強く必要とするシリンダを製造するために,

鋼製シリンダ内面に特殊合金H-ALOYをフェ【シングし,そ

の目的を達するシリンダを開発した｡

H】ALOYは炭素鋼,クローム･モリブデン鋼,その他鉄基

合金製シリンダの内面に厚み1～5mmの指定された厚みでフユー

シングすることができる｡次いで所望の仕上加工を行なって作ら

れたH-ALOY7ユーシングシリンダは,従来より使用されて

いた焼入れ鋼や窒化鋼製シリンダよりも焼戻し抵抗性･採種性･

耐食性にすぐれた性質を備えている｡これまでにサンドポンプ0ラ

イナやプラスチック成形機用シリンダに使用されてすぐれた実績

をあげているが,化学プラント･産業機械などの耐摩耗作や耐食

性が必要とされる部品にも応用される｡

メ〆州慨-＼-㌦ふ

//
㌦

図13 H-ALOYフェ【シングシリンダー

表2 H-ALOYの純頬
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書 耐摩耗性銅合金SAM2川

軸′乏･ギヤなどの高速または低速高荷垂下で摺(しルう)動する

部分の潤滑摩耗が機械グ'咋絹巨や寿命を支配するが,ニれら摺動部

品としては,耐摩耗性はもちろん,焼付け･かじりもなく,なじみ

性も良好なことが必要で,これら目的のため,日立製作所日立研

究所と勝田工場の共同で耐摩耗性のすぐれたSAM214が開発され

た｡このSAM214は銅を主体とした合金で,引張強さは50kg/m2

以上,伸び5%以上,硬度150(HB)以上である｡組織的にはαまた

はα＋β相に珪(けい)化Mnが分散し,この程化Mnが自己潤滑作

用を有し,耐摩耗性の向上に寄与すると考えられる｡耐摩耗性の

銅合金として用いられるAiBC-2･SAE430･BC-2･LBC-3･PBC

-2HなどをSAM214と比較した結果,SAM214が最もすぐれてい

ることが実証された｡またSAM214は,他の合金に比較して,溶着

限界が相当高いレベルにあり,これらの性質のため,圧延機や他

の摺動部に用いられ,従来より耐用期間が2～4倍に延長された｡

賢
㌻＼も

鍵
サ

鮮

㌔
＼ゝ

威箸ま

海

ポ
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ふ汐
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図14 SAM214の顕微鏡組織

親 日立アトラスシステム
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汐
いいV

日立アトラスシステムは原材料を貯蔵および払い出すサイロ装

置である｡従来のサイロには自然流出を利用した集合サイロおよ

び底部にスクリュー･テーブルフィーダなどを設けて強制的に払い

出すサイロがある｡しかしこれらのサイロは大径にすることがむ

/

仁=′-｢【

てイー‾7

バ■ヶ･ノトナェン

図15 日▼tたアトラスシステムの仕組

に.Lい.r_‾｢∴へ⊥･

ずかしく,構造上内容物のブリッジ現象を起こしやすい｡これら

の問堪を解決したのが日立アトラスシステムである｡構造が簡単

なため大径のサイロも建設可能で,ユニークな払い出し機構によ

り内容物のブリッジ現象を起こしがたい｡また建設費も安価で,

定量払い出しについても特にすぐれている｡

これらの特長が注目され,従来貯蔵輸送に問題の多かった物は

もちろん,種々の貯蔵物についての問い合わせ相談も多く,工場内に

建設された試験装置でいろいろ実験および宣伝活動が,行なわれて

いる｡昭和45年5月に公開以来,現在までコプラ･綿実･綿実製

品･大豆ミール･ウッドチッ70など広範囲にわたり,すでに18基

を受注しており,現在稼働中の日清製油株式会社納めの第1号機

をはじめ各納入先でたいへん好評を得ている｡

`爾 非常に精度の高いロストワックス精密鋳造品

日立金属株式会社は斯界トップグループのアメリカPMI社と技

術提携を結び,安来工場内に最新技術の粋を集めた新工場を建設

した｡同工場ではPMI社の特許になるシェルベスト法を用いて,

高精度の管理されたロストワックス精密鋳造品の量産にはぃった｡

シェルベスト法によるロストワックス精密鋳造品は次の諸特長を

持っており,広く産業各界の要望にこたえられるものである｡

(1)厳密なる管理システムを採用しているため,寸法精度が非

常に高い｡(例 25mmにつき±0.13mm肝特別公差)

(2)精選された特殊原料の使用により,鋳膚･外観が非常に美

麗である｡(例 表面粗さ8S)

(3)特殊な鋳造法を用いるため,鋳巣･ブローホールなどの内部

欠陥がない｡

(4)従来の機械加工では加工困難な雉削材や複雑な形状のもの

を量産できる｡特に,特殊なセラミック｢日子技術を有してい

るために,内部形状の非常に複雑な部品も容易に量産できる｡

(5)この方法により約2.5kg以下の機械部品はすべて製作可能

である｡

機械部品を製作するための加工工数は,本精密鋳造品の採用に

よって大幅に低減される｡本鋳造品を使用することは,まさに時

代の要請である省力化への道といえるであろう｡

このほかに,単に図面どおりの鋳造品を作ることにとどまらず,

PMI社の深いエンジニヤリング技術の蓄積を取r)入れて,設計の

段階から,機能的により良い製品をより安く安定して製造できる

ように需要家の相談に応じられるような態勢も作りあげている｡

磯

貫
癖 1′､､
も妄〆

㌧ ノ
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ぶ藤島

図16 精密鋳造された機械部品の一例
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化 学 製 品

日立化成工業株式会社では電子･通信･電気機器用絶縁材

料の充実を図るとともに,各部門の材料の品質改善に努力を

払った｡

絶縁材料:各種の電子･通信機器の小形化と高性能で多

様化した機器の量産への進展により,絶縁材料は高い信頼性

と精度が要求されている｡当社はひき続き難燃性材料として

ポリエステル系成形材料CPS-625JBおよぴ-6150WB,ポリ

エステル樹脂積層板LG-69CをULの耐燃性SE-0,紙フェノ

ール樹脂,紙およびエポキシ樹脂積層板,および鋼張積層板

の多くについてULの耐燃性SE-1,定格温度など認定を取得,

量産にはいった｡′ト形高速回転機のマグネットワイヤ用として

ポリアミドイミドエステル系ワイヤエナメルHI430は耐J肇耗,

耐溶剤性にすぐれF種用として開発され,高速焼付けが可能

になった｡電子･電機部品の注型,充てん用にゴム状の伸び

を有しポリエステル樹脂とほぼ同じ使い方の無溶剤ゴムWP

● エナメル線用ワニスHト430

近年電気機器の小形軽量化に伴い,汎用電気機器のマグネット

ワイヤには耐熱性,機械巻線性および耐処理ワニス性などが強く

要求されている｡日立化成工業株式会社ではこのたび,独自の合

成技術によI),これらの要求特性を満たすワイヤエナメルとして

ポリアミドイ ミドエステル系ワイヤエナメルHI-430を開発した｡

HI-430は従来のポリエステルエナメルと比較して,①耐熱簡撃

性,④耐アルカリ性,(勤耐スチロール性,(彰耐冷媒性および⑤耐

過負荷特性などに著しくすぐれている｡一般に,耐熱性ワイヤエ

ナメルは塗装作業に難点があるといわれているが,HI-430の塗

装作業性はホルマールやポリエステルなどの汎用エナメルに匹敵

し,高速用触媒燃焼式熱風塗装機への適用も確認済みであり実用

化が可能である｡表3はその特性を示したものである｡

表3 HI-430のワニス特性

外 観

不揮発分 2000c2b (%)

粘 度 300cBL形 (Pて

98

HI-430

暗赤色透明

40±2

70±30

市販ポリエステル

暗赤色透明

40±2

60±30

第54巻 第1号

2501が開発され,二,三の機種へ実用化され,また試用の範囲

が拡大している｡成形加工で量産性の高い射出成形ができる

ように改良したエポキシ樹脂成形材料CE-J-610は電子部品用

成形品に用いられ好評を得ている｡

無機材料: セラミック部品としてアルミナ磁器を基にメ

タライズ技術とシール技術を集約したLSI用パッケージ,ま

たアルミナ磁器に無アルカリグレーズをかけ薄膜蒸着に最適

な平滑性をもたせた薄膜回路用グレーズド基板を開発した｡

また化学70ラントの構成材料として不浸透性黒鉛ヒタベイト

を開発した｡このヒタベイトは機械的強度,耐熱性,耐食性

にすぐれ化学プラントの熱交換器,ポンプ,配管部品などの

材料に好適で量産にはいった｡

このほかに耐水耐湿寸法安定性,印刷性にすぐれた合成パ

ルプ紙および合成フイルム紙が開発された｡

麗 無電食性室温硬化形エポキシ注型樹脂

通常の市販量塩硬化形エポキシ樹脂は電食性が大きいので,径

0.1mⅢ以下の極細銅線を使用する電気･電子機器の絶縁材料とし

て過酷な条件下では不満足である｡今回,樹脂組成および硬化条

件と電食性との関係を詳細に検討し,電食性のない室温硬化形エ

ポキシ系注型樹脂システムを開発した(日立化成の製品名KE534)｡

本樹脂の特長は次のとおりである｡

(1)室温硬化形で従来になく無電食性である｡

(2)高湿‾Fでの表面絶縁性および耐薬品性が良好｡

(3)アミンブラッシュが発生せず,したがって表面の仕上がりが

良好｡

(4)可便時間が比較的長く,作業性が良い｡

(5)価格は従来品と同等である｡

なお,可接(かとう)化エポキシ樹脂の要求に対しては,以前に

開発した加熱硬化形の材料KE545が好ましい｡

銅 無溶剤ゴムWP-2501

WP-2501は電気特性,耐水性にす〈○れ,しかも軟質で伸びの

大きい注型･含浸用の樹脂である｡

精度は常温で約5Pで,通常の不飽和ポリエステルと同様の方

法で硬化することができる｡

電気特性は従来の可接性樹脂に比べてすぐれ,高周波での誘電

特性も良好である｡また常温で165%,-300cで115%の伸びを持
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ち,耐ヒートショック性にすぐれている｡さらにこの樹脂の特長

である耐水性についても,600cの温水中1年間浸漬彼の吸水率は

0.5%ときわめて良好である｡

これらの特長を生かして,各種電気･電子部品の注型･含浸,

回路,素子のモールドなどその応用範囲は多方面にわたっている｡
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図17 WP-2501の電気特性

一 難燃性成形材料CPS-625+B,

CPS-6150WB

150

民生用電子機器の安全基準は年々きびしくなりつつあり,UL

では昭和44年から46年にかけて大幅な改訂が行なわれている｡

特にテレビ,ラジオの電源スイッチに使帽するプラスチック材

料についてはSEOという新しい難燃グレードが制定され,すで

に適合材料の使用が実施されている｡

CPS-625JB,CPS-6150WBはこれらの動きに合わせて

開発され,ULの認定を受けた(CARD No.E42956B)新しい

タイ70の成形材料である｡両者とも難燃性はSE O,SElに適

合し,耐アーク性180秒以上でUL20&492に適合している｡特に

CPS-625JBは射出成形ができ,ジアリルフタレート樹脂以上の耐

熱性,寸法安定性があー),電子機器の信頼性向上に寄与している｡

CPS-6150WBはアリルタイ70の湿式プリミックスで圧縮また

はトランスファ成形に適している｡

と∈ノ1射出用エポキシ樹脂成形材料CE-+一610

近年,熱硬化性樹脂成形材料の分野では,成形効率のいちだん

とすぐ､れた射出成形が主流を占めている｡しかし,エポキシ樹脂

成形材料においては,シリンダ内熱安立性と硬化性の如立が【イ＼げ作

なため,射出用グレードは国内外ともに市販されていなかった｡

今般,特殊な潜在硬化性レジンシステムを採用することにより,

射出成形可能なエポキシ樹脂成形材料CE-J-610を開発した-+

CE-J-610は,従来巾販の熱硬化形射出成形機をそのまま他Jll

し,フェノール,DAPなど既存の射出用成形材料とほぼ卜小一一の

成形条件で成形可能であり,シリンダ内で安定であるとともに,

硬化時間は圧縮･移送成形の%以下でじゅうぶんである｡また成

形品特性も従来市販の圧縮･移送用グレ▼ドに比べ同等以上であ

り,コネクタ,ICケース,ディストリビュータキャップなど適イ1,言

磯部品,電子部品,自動車部品など量産部品の用途に過している､｡

J立二 印刷配線板用銅張積層板

l.多層印刷配線板用銅張積層板およびプリプレグ

(MCL-E-603,GEA-603N,MCL-E-607,GEA-607N)

最近の印刷配線枇は多くの薬液処理,熱処理工程を経て与望造さ

れ,完成した回路板にははんだ接続の際の高温に耐えることが要

求されている｡MCL-E【603,GEA【603Nは,このようなきびし

い処理に耐え高密度配線を可能にするために開発した多層印刷配

線板用MCLとプリフロレグで,高度の低収縮性とすぐれた耐ミース

リング性を持っている｡

また,最近特に要求の強い自己消炎性多層印刷配線板用MCL

とプリプレグとLて,MCL-E-607,GEA-607Nを槻発した｡

2.耐燃性銅張積層板(MCL-46F)

MCL-46Fは紙基材フェノール樹脂銅張積層板で,特に耐

燃性(UL,SEl相当)にすぐれ,価格も比較的安価な汎用

品である｡またMCL-46Fの一般特性はJIS C 6485,PP6の特

性を満足し,そり,ねじれが少なく,寸法安定性にもすぐれている

のでカラーテレビの印刷配線板用素材として広く使用されている｡

合成パルプ紙および合成フイルム紙

l.合成パルプ紙

汎用樹脂から天然パルプ紙と同様に抄紙可能なパルプ0状物質(f㌻

成パルプ)の製法を開発し,十条製紙株式会社との共同研究によ

りその抄紙技術を確立した｡合成パルプ紙は,耐水耐湿､11去安定

性,熱加工性,電気的特性など,天然紙にない性質を持っている｡

樹脂の選択によっては難燃紙の製造が可能であること,大然紙と

同様,故紙の回収が簡単に行なえるなどの特徴を備えている｡

2.合成フイルム紙

押出成膜から紙化まで,合成紙を一段階で製造する新しい方法

を開発した｡この合成紙は,製造工程が簡単であI),白色性,不

透明性,平滑性がすぐれている｡軽い,アート紙同様の満足な印

刷適性を示すなどの特徴を有している｡
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表4 合成パルプ祇および合成フイルム紙の特性一一例

R】+唄

坪

和
一
官

韮

み

度

破 断 強 度

梨 断 上之

び向T

比り】裂強檻

剛 性

耐 析 施 せ

‾イこ通l】月 度

l】 包 丁空

1く 桁 性

■イモ ′-▲

Jエと メ＼J竺

サ イ ズ ぼ

左 巾 強J空

,単
位

g/m2

mm

g/印3

kg/mm2 MD

mk

慰川

cm3

回

D

D

D

D

D

D

D

C

M

C

M

C

M

C

MD

CD

%

%

s (ペック)

S

S

ワックスNo.

fナ 成

パルプ紙

108

0.167

0.66

2.8

1.7

4.3

2.6

3.5

4.5

76

80 *

120

500

名7.9

87.6

120

20 *

>10Ⅰ刀in

8

合 成

フイルム紙

80

0.100

0.80

4.1

3.7

5.1

4.6

45

49

32

35

27

6,000

8,000

96

92

1,020

00

>10min

13

アート紙

99

81

270

上 質 紙

江:試験方法はJISに準拠した｡

*
パルプの形状と処理方法の変化により調整可能｡たとえば

比引裂度 60～200g 通知空 2～2,500s

感 熱交換器用不浸透黒鉛材料の開発

4
･
5
一
2
一
一
7
0
…
5
0

化学プラントでの各相席食性流体の処理装置においてその主要

部を構成する熱交換器の材料はきわめてきびしい条件が要求され

る｡この熱交換器用の材料として日立化成工業株式会社では,ほ

とんどの腐食性流体に対し耐食性を有し,かつ高温における特性

の安定している黒鉛を基材とし,これに特殊な樹脂を含浸した不

浸透黒貪缶柑の開発を進めていたが,このたび実用化に成功した｡

そのおもな特長は次のとおりである｡

(1)濃硫酸,濃硝酸以外のほとんどの腐食性流体に対し耐食性

を有し,かつ1500cの高塩における特性も安定している｡

(2)従来の不浸透黒鉛材料は金属に比べ機械的強度が非′削二

劣っていたが,大形の緻密(ちみつ)な黒鉛材料の量産化に

成功したため,基材の強度が著しく増大した｡従来市販され

ている不浸透材と比較し機械的強度が約1.5倍に向上してい

る(引張強度:300kg/cm2,圧縮強度:1,300kg/皿2,曲げ強度

:600kg/cm2)｡
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(3)基材である黒鉛が非常に緻密で純度が高いため熱伝導率は

従来品に比べ約1.3倍の140～150kcal/mbOcに向上している｡

この値は低炭素鋼の熱伝導率の約3倍である｡

図19は立方形熱交換器に用いる熱伝ブロックを,図柑はその熟

伝ブロックを用いて組み立てた熱交換器を示したものである｡

が

を㌔
繁VJ､叫､鞠

図18 立方形熱交換器の熱伝導ブロックを用いて組み立

てた熱交換器

凶19 立方形熱交換器に用いる熟伝ブロック




